
愛媛県医師確保計画
愛媛県外来医療計画

（第７次愛媛県地域保健医療計画 別冊）

【2020年度（令和２年度）～2023年度（令和５年度）】

愛 媛 県

愛媛県ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀｰ
みきゃん

こみきゃん



目 次

基本的事項第１節

第２節 現状と課題

第３節 医師確保の方針と対策

１ 医療施設従事医師数の推移等

２ 二次医療圏ごとの医師数の状況

１ 計画策定の趣旨

２ 愛媛県が目指す姿

３ 計画の性格

３ 医師養成数の推移等

４ 計画の期間

４ 地域枠・地元出身者枠

５ 臨床研修医の状況

６ 専攻医の状況

１ 医師偏在指標

２ 愛媛県の位置付け

３ 二次医療圏ごとの位置付け

４ 医師少数スポット

５ 計画の区域

６ 計画の策定・推進体制

７ 診療科別の医師数の推移

５ 医師確保の方針

(1) 基本的な考え方

(2) 県全体及び二次医療圏ごとの医師確保の方針

1

2

2

2

3

3

4

7

8

9

10

11

12

13

15

16

16

17

17

17

第１章 医師確保計画



第４節 産科・小児科における医師確保対策
１ 産科における対策

８ 医師確保対策

(1) 基本的な考え方

① 効率的な医療提供体制の構築

① 医師確保対策の体制整備

② 目標医師数を達成するための具体的施策の進め方

(2) 具体的施策

② 医師の養成とキャリア形成支援

③ 医師確保対策

(1) 位置付け・基本的な考え方

(2) 産科における県内の現状と課題

① 現状

② 課題

(3) 産科における医師偏在指標

① 産科における医師偏在指標の考え方

② 算定方式

③ 算定結果

② 地域における連携体制の整備

④ 相対的医師少数都道府県・相対的医師少数区域

(4) 産科における医師確保の方針

(5) 必要な施策

① 周産期医療体制の確保に向けた効果的な産科医師の配置・集約化

③ 産科医師の負担軽減対策

④ 中長期的な産科医師確保対策

２ 小児科における対策

(1) 位置付け・基本的な考え方

(2) 小児科における県内の現状と課題

22

22

22

23

24

24

24

26

29

29

29

29

32

32

32

32

33

34

35

35

36

36

36

36

38

38

38

６ 将来時点（2036年（令和18年））の必要医師数

７ 目標医師数（2023年（令和５年））

19

20

(1) 厚生労働省がガイドラインで示す目標医師数 20

(2) 愛媛県計画における目標医師数 20



② 算定方式

③ 算定結果

② 地域における連携体制の整備

④ 相対的医師少数都道府県・相対的医師少数区域

(4) 小児科における医師確保の方針

(5) 必要な施策

① 小児医療体制の確保に向けた効果的な小児科医師の配置・集約化

③ 小児科医師の負担軽減対策

第５節 計画の効果の測定・評価
１ 計画の効果の測定と評価

④ 中長期的な小児科医師確保対策

40

42

43

44

45

45

45

45

46

47

(3) 小児科における医師偏在指標

① 小児科における医師偏在指標の考え方

40

40

第２章 外来医療計画

基本的事項第１節

第２節 外来医師偏在指標の算定
１ 外来医師偏在指標の考え方

２ 算定方法

１ 計画策定の趣旨

２ 計画の位置付け

３ 計画の期間

４ 計画の区域

５ 計画の策定・推進体制

49

49

49

50

51

52

52

① 現状

② 課題

38

40



第３節 地域の現状

５ 外来医師多数区域の設定

６ 算定結果の活用

１ 人口の推計

２ 患者及び病院等の状況

３ 診療所に従事する医師の状況

４ 医療機器の保有状況

54

54

55

57

60

63

64

64

65

65

第４節 医療機器の配置状況に関する指標の算定

１ 医療機器の配置状況に関する指標の考え方

２ 算定方法

３ 算定結果

４ 算定結果の活用

66

67

第５節 計画の推進
１ 外来医療提供体制の確保に向けた取組

２ 効率的な医療機器の活用に向けた取組

67３ 計画の推進と体制の整備

(1) 医療機関の自主的な取組

(2) 協議の場を通じた取組

66

66

(3) 県の取組 66

３ 外来患者流出入の調整

４ 算定結果

53

53


